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観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
三
五
（
三
三
五
）　

は
じ
め
に

前
稿
「
観
音
松
古
墳
の
研
究
１
」（
安
藤
二
〇
〇
九
、
以
下

「
研
究
１
」）
で
は
、
前
方
後
円
墳
時
代
前
期
の
大
型
前
方
後
円
墳

と
い
う
以
外
、
長
ら
く
詳
細
が
不
明
で
あ
っ
た
観
音
松
古
墳
に
対

し
、
二
〇
〇
六
年
に
実
施
し
た
慶
應
義
塾
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

発
掘
調
査
の
成
果
と
、
戦
前
の
矢
上
台
の
地
形
図
の
分
析
に
基
づ

き
、
墳
丘
の
形
態
と
規
模
の
推
定
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
観
音

松
古
墳
は
、
東
北
東
に
前
方
部
を
向
け
た
、
全
長
一
〇
一
ｍ
、
後

円
部
径
五
五
ｍ
、
高
さ
一
〇
ｍ
、
前
方
部
幅
四
〇
ｍ
、
高
さ
五
ｍ

の
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
、
併
せ
て
墳
丘
の
北
側
に
、

幅
三
〇
ｍ
以
上
、
深
さ
二
ｍ
以
上
の
大
規
模
な
周
壕
あ
る
い
は
掘

割
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
研
究
１
」
の
発
表
後
は
、
主
に
民
族
学
考
古
学
研
究
室
に
残

る
主
体
部
出
土
遺
物
の
状
態
の
確
認
と
そ
れ
ら
の
整
理
・
分
析
を

進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
行
っ
て
い
る
研
究
室
保
管
の
写

真
や
書
類
の
整
理
作
業
に
お
い
て
、
期
せ
ず
し
て
観
音
松
古
墳
の

発
掘
調
査
時
の
ガ
ラ
ス
乾
板
と
、
主
体
部
の
ト
レ
ー
ス
図
や
遺
物

の
実
測
図
な
ど
の
図
面
類
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

観
音
松
古
墳
の
墳
丘
や
主
体
部
に
つ
い
て
、
多
く
の
情
報
を
引
き

出
し
得
る
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
観
音
松
古
墳
の
墳
丘
と
主
体
部
の
形
態
、

構
造
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

一　

新
発
見
の
資
料
に
つ
い
て

今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
は
二
三
枚
で
あ
る
。
全

て
一
〇
八
・
四
×
一
四
九
・
四
ミ
リ
（4¾

×6½
 in

版
）
の
乾

観
音
松
古
墳
の
研
究
２

　
　

─
新
発
見
の
写
真
と
図
面
か
ら
み
た
墳
丘
と
主
体
部
の
形
態
と
構
造

─

安　

藤　

広　

道



三
三
六

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
三
三
六
）　

板
で
、「
日
吉 

観
音
松
古
墳
一
」
と
「
日
吉 

観
音
松
古
墳
二
」

と
書
か
れ
た
二
つ
の
箱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
枚
と
十
三
枚
収
め
ら
れ
、

フ
ィ
ル
ム
類
を
集
め
た
木
製
引
出
の
な
か
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

「
二
」
の
箱
に
入
っ
た
一
枚
（
写
真
１
）
を
除
き
、
全
て
パ
ラ

フ
ィ
ン
紙
の
袋
に
入
っ
て
お
り
、
袋
に
は
写
真
の
番
号
と
タ
イ
ト

ル
が
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
た
。

「
一
」
の
箱
の
写
真
に
は
、「
11
」
ま
で
の
番
号
が
振
ら
れ
て
い

る
が
、「
７
」
を
欠
い
て
い
た
。「
二
」
の
箱
で
は
、「
12
」
ま
で

の
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、「
７
」
が
二
枚
あ
る
一
方
で
「
８
」

が
欠
番
と
な
っ
て
い
た
。「
二
」
の
二
枚
の
「
７
」
は
、
墳
丘
断

面
の
写
真
と
主
体
部
の
写
真
で
あ
り
（
写
真
５
と
９
）、「
一
」
の

箱
に
、
墳
丘
断
面
の
写
真
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

墳
丘
断
面
の
も
の
（
写
真
５
）
が
、
本
来
の
「
一
」
の
「
７
」

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、「
二
」
で
欠
番
と
な
っ
て
い
た

「
８
」
に
つ
い
て
は
、
袋
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
写
真
（
写
真

１
）
が
、
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
に
書
か
れ
た
番
号
が
、
撮
影

順
あ
る
い
は
撮
影
対
象
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
う
え
で
振
ら
れ
た
も

の
で
な
い
こ
と
は
、
写
真
の
内
容
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
袋
に
記
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
に
も
、
後
述
す
る
と
お
り
誤
り
が

み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
混
乱
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
回
発

見
さ
れ
た
遺
物
の
実
測
図
に
一
九
四
六
年
の
日
付
が
あ
り
、
そ
の

実
測
図
に
お
い
て
、
写
真
と
同
じ
主
体
部
の
名
称
の
誤
り
が
認
め

ら
れ
、
一
方
で
、
一
九
五
五
年
に
記
さ
れ
た
清
水
氏
の
文
章
（
清

水
一
九
五
五
）
で
は
そ
の
誤
り
が
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
写
真
に
番
号
を
振
っ
た
の
は
遺
物
の
実
測
と
同
じ
こ
ろ

（
遅
く
と
も
一
九
五
五
年
以
前
）
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
調
査
時

の
情
報
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
が
故
に
、
写
真
の
順
番
や
タ
イ
ト

ル
の
誤
記
が
生
じ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
発
見
さ
れ
た
写
真
を
、
箱
ご
と
に
番
号
順
で

示
す
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
撮
影
さ

れ
た
内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
、
撮
影
対
象
ご
と
に
整
理
し
て
提

示
す
る
こ
と
に
し
た
（
写
真
１
〜
23
）。
た
だ
し
、
念
の
た
め
、

写
真
１
〜
23
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
鉤
括
弧
内
に
、
箱
番
号
と
パ
ラ

フ
ィ
ン
紙
に
記
さ
れ
た
番
号
・
タ
イ
ト
ル
も
併
記
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

一
方
の
主
体
部
の
ト
レ
ー
ス
図
や
遺
物
の
実
測
図
な
ど
は
、
清

水
潤
三
氏
関
係
の
書
類
の
な
か
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は

「
實
測
圖
類
」
と
記
さ
れ
た
四
切
の
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
の
箱
の
中
に
、

宝
莱
山
古
墳
出
土
遺
物
の
実
測
図
、
加
瀬
白
山
古
墳
や
第
六
天
古

墳
の
遺
物
リ
ス
ト
な
ど
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
主
体
部
の

ト
レ
ー
ス
図
は
、
Ｂ
５
版
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
描
か
れ



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
三
七
（
三
三
七
）　

写真１　観音松古墳全景（北より）「二（タイトルなし）」

写真２　「二 -４　削平開始時の後円部」



三
三
八

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
三
三
八
）　

写真３　後円部断面１「一 -４　後円部住居址断面（一）（接近）」

写真４　後円部断面２「一 -５　後円部住居址断面（二）」



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
三
九
（
三
三
九
）　

写真５　後円部断面３「二 -７　後円部盛土状態並住居址断面」

写真６　後円部断面４「一 -10　後円部断面（鞍部）」



三
四
〇

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
三
四
〇
）　

写真７　くびれ部１「一 -１　紀（ママ：筆者注）念撮影」

写真８　くびれ部２「一 -２　紀（ママ：筆者注）念撮影」



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
四
一
（
三
四
一
）　

写真９　南粘土槨全景「二 -７　西部粘土槨」

写真 10　南粘土槨断面１「二 -１　西部粘土槨断面（縦）」



三
四
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

写真 11　南粘土槨断面２「二 -２　西部粘土槨断面（横）」

写真 12　南粘土槨断面３「二 -10　西部粘土槨断面」

（
三
四
二
）　



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
四
三

写真 13　中央粘土槨全景（副葬品出土状態）「一 -３　中央粘土槨遺物出土状態」

写真 14　中央粘土槨全景（完掘１）「二 -９　中央粘土槨」

（
三
四
三
）　



三
四
四

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

写真 15　中央粘土槨全景（完掘２）「一 -８　中央粘土槨」

写真 16　中央粘土槨玉類出土状態「一 -11　管玉出土状態（中央槨管玉群）」

（
三
四
四
）　



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
四
五

写真 17　中央粘土槨鉄刀・玉類出土状態「二 -６　中央槨鉄剣管玉出土状態」

写真 18　「二 -３　中央粘土槨断面」

（
三
四
五
）　



三
四
六

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

写真 19　中央粘土槨銅鏃・砥石出土状態「二 -12　遺物出土状態」

写真 20　中央粘土槨砥石出土状態「二 -11　砥石出土状態」

（
三
四
六
）　



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
四
七

写真 21　南粘土槨発見時？「二 -５　鞍部盛土断面？」

写真 22　骨壺・墓誌出土状態「一 -６　墓誌出土状態」

（
三
四
七
）　



三
四
八

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

た
も
の
で
、
粘
土
槨
や
出
土
遺
物
は
墨
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
鉛
筆

で
個
々
の
出
土
遺
物
の
名
称
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
第
１
図
）。

右
上
に
は
「
日
吉
観
音
松
古
墳　

粘
土
槨　

實
測
圖
」
と
あ
り
、

右
下
に
は
清
水
潤
三
氏
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
ロ
ゴ

が
描
か
れ
て
い
る
。

実
は
、
主
体
部
の
ト
レ
ー
ス
図
は
も
う
一
点
存
在
す
る
。
た
だ
、

こ
ち
ら
は
、
第
１
図
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
第
１
図

に
比
し
て
墨
入
れ
の
線
が
太
く
、
点
描
等
も
粗
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鉛
筆
に
よ
る
名
称
の
記
入
や
タ
イ
ト
ル
も
み
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
第
１
図
を
よ
り
簡
略
化
し
て
描
き
直
し
た
も
の
と
判
断

し
、
こ
こ
で
の
図
示
は
控
え
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
主
体
部
の
ト
レ
ー
ス
図
に
は
、
年
号
や
日
付
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
主
体
部
の
ト
レ
ー
ス

図
に
も
、
遺
物
実
測
図
に
み
ら
れ
る
誤
り
に
対
応
し
た
、
方
位
の

間
違
い
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
図
も
、
写
真
の
整
理
と
同
様
、

情
報
が
混
乱
し
て
い
た
時
期
の
所
産
と
み
て
間
違
い
な
い
。

一
方
、
遺
物
の
実
測
図
は
二
枚
あ
り
、
と
も
に
Ａ
４
版
の
方
眼

紙
に
鉛
筆
で
描
い
た
う
え
で
墨
入
れ
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
枚
に

は
、
銅
鏃
、
紡
錘
車
形
石
製
品
、
玉
類
が
、
も
う
一
枚
に
は
内
行

花
文
鏡
が
描
か
れ
る
（
第
２
図
、
第
３
図
）。
と
も
に
観
音
松
古

墳
の
出
土
遺
物
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
前
者
に
は
一

写真 23　須恵器平瓶・弥生式土器「一 -９　須恵　弥生式」

（
三
四
八
）　



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
四
九

第１図　中央粘土槨トレース図（1/2 に縮小）

（
三
四
九
）　



三
五
〇

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

第２図　副葬品実測図（1/2 に縮小）

（
三
五
〇
）　



観
音
松
古
墳
の
研
究
２

三
五
一

第３図　内行花文鏡実測図（1/2 に縮小）

（
三
五
一
）　



三
五
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
、
後
者
に
は
一
一
月
三
〇
日
の
日
付
が

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
銅
鏃
、
紡
錘
車
形
石
製
品
と
玉
類
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
と
は
別
に
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
墨
入
れ
し

た
も
の
も
見
つ
か
っ
た
が
、
実
測
図
以
上
の
情
報
は
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
図
示
は
控
え
る
こ
と
に
し
た
。

観
音
松
古
墳
関
係
の
図
面
と
し
て
は
、
も
う
一
枚
、
鉄
斧
の
出

土
状
態
を
記
し
た
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
副
葬

品
の
出
土
状
態
、
調
査
時
の
主
体
部
の
様
子
を
推
測
す
る
た
め
の

重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
た
め
図
示
し
て
お
く
（
第
４
図
）。

二　

観
音
松
古
墳
の
平
面
形
の
修
正

「
研
究
１
」
で
は
、
主
に
一
九
四
一
年
測
量
の
矢
上
台
の
六
百

分
一
地
形
図
に
基
づ
い
て
、
破
壊
前
の
観
音
松
古
墳
の
平
面
形
を

推
定
し
た
が
、
こ
の
測
量
図
に
記
録
さ
れ
て
い
た
の
は
、
前
方
部

北
辺
〜
く
び
れ
部
〜
後
円
部
の
一
部
の
み
で
、
こ
の
時
点
で
す
で

に
破
壊
さ
れ
て
い
た
墳
丘
南
側
の
情
報
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
墳
丘
南
側
の
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
残
存
部
分
の
形
態

に
近
似
し
、
か
つ
地
形
的
に
も
矛
盾
の
な
か
っ
た
山
梨
県
甲
斐
銚

子
塚
古
墳
の
平
面
形
を
参
考
に
し
て
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
（
第

２
図
破
線
）、
今
回
発
見
さ
れ
た
写
真
に
は
、
前
方
部
南
辺
の
位

置
を
確
定
し
得
る
、
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
。

二
三
枚
の
ガ
ラ
ス
乾
板
の
な
か
で
、
前
方
部
が
写
っ
て
い
る
の

は
、
写
真
７
〜
10
の
四
枚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
一
九
三

八
年
の
調
査
当
時
、
後
円
部
を
切
り
崩
し
た
土
砂
を
運
ぶ
た
め
の

ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
が
、
前
方
部
の
墳
裾
に
沿
っ
て
、
一
直
線
に
敷

設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
写
真
10
に
は
、
そ
の
様
子

が
明
瞭
に
写
っ
て
い
る
が
、
こ
の
写
真
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ

の
線
路
を
伸
ば
し
た
先
の
風
景
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
線
路
の
直
線

上
に
写
っ
て
い
る
対
象
物
の
平
面
上
の
位
置
を
、
地
形
図
や
航
空

写
真
で
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
観
音
松
古
墳
の
前
方
部
南

第４図　鉄斧出土状態メモ（1/2 に縮小）

（
三
五
二
）　
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辺
の
方
向
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
写
真
10
の
線
路
の
先
を
直
線
的
に
伸
ば
し
て
み
る
と
、

矢
上
川
を
越
え
た
あ
た
り
に
大
き
な
屋
敷
が
あ
り
、
そ
の
屋
敷
の

生
垣
の
コ
ー
ナ
ー
が
、
線
路
の
直
線
上
に
正
確
に
乗
る
こ
と
が
わ

か
る
。
近
い
時
期
に
撮
影
さ
れ
た
航
空
写
真
を
幾
つ
か
入
手
し
、

こ
の
生
垣
の
コ
ー
ナ
ー
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
四
七
年
に
米
軍

が
撮
影
し
た
航
空
写
真
に
お
い
て
、
こ
の
生
垣
の
コ
ー
ナ
ー

（
Ａ
）
が
明
瞭
に
写
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
写
真

24
）。写

真
24
の
航
空
写
真
を
、
周
囲
の
道
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
現

在
の
矢
上
台
一
帯
の
地
図
に
重
ね
て
縮
尺
と
座
標
を
確
定
し
、

「
研
究
１
」
で
示
し
た
観
音
松
古
墳
の
全
体
図
に
重
ね
合
わ
せ
た

の
が
第
５
図
で
あ
る
（「
研
究
１
」
で
は
全
体
図
を
日
本
測
地
系

の
座
標
値
で
示
し
て
い
た
が
、
第
５
図
で
は
世
界
測
地
系
に
直
し

て
あ
る
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
ま
ず
、
写
真
に
写
っ
た
観
音
松
古

墳
の
墳
丘
残
存
部
分
が
、
一
九
四
一
年
測
量
の
残
存
部
分
の
等
高

線
と
見
事
に
一
致
し
て
お
り
、
一
九
四
一
年
の
地
形
図
の
正
確
さ

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
研
究
１
」
で
推
定
し
た

後
円
部
の
外
周
ラ
イ
ン
に
目
を
向
け
る
と
、
推
定
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
、
樹
木
（
植
物
）
が
並
ん
で
い
た
様
子
が
写
っ
て
い
る
。
地
形

図
で
は
、
こ
の
付
近
に
墳
丘
は
残
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

写真 24　米軍撮影の航空写真（USA-M372-15）にみえる観音松古墳

（
三
五
三
）　
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る
が
、
写
真
に
写
っ
た
植
物

の
列
の
存
在
は
、
墳
丘
が
削

ら
れ
た
後
も
墳
裾
部
分
の
植

物
が
伐
採
さ
れ
ず
に
残
っ
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ

れ
に
よ
り
、「
研
究
１
」
で

推
測
し
た
後
円
部
径
（
五
五

ｍ
）
の
妥
当
性
も
、
よ
り
高

ま
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
研
究

１
」
に
お
け
る
墳
形
の
推
定

は
、
概
ね
正
確
だ
っ
た
と
評

価
で
き
る
が
、
手
が
か
り
の

な
か
っ
た
前
方
部
南
辺
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
写
真
に
よ

り
修
正
が
必
要
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
写
真
24
と
第
５
図

に
お
い
て
、
写
真
10
を
写
し

た
と
思
わ
れ
る
、
後
円
部
頂

第５図　破壊前の墳丘の復元

（
三
五
四
）　
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部
の
や
や
南
に
寄
っ
た
位
置
か
ら
、
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
の
直
線
上

に
位
置
す
る
屋
敷
の
生
垣
コ
ー
ナ
ー
に
向
っ
て
直
線
を
引
く
と
、

ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
が
「
研
究
１
」
で
推
定
し
た
前
方
部
南
辺
の
位

置
よ
り
も
か
な
り
南
に
ず
れ
、
そ
れ
と
平
行
す
る
破
壊
前
の
前
方

部
南
辺
の
ラ
イ
ン
も
「
研
究
１
」
の
推
定
よ
り
も
大
き
く
開
く
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
後
円
部
の
位
置
と
径
、
前
方
部
北
辺
の
位
置
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
の
北
１
ｍ
の
位
置
に
前
方
部
南

辺
の
ラ
イ
ン
を
引
き
直
す
と
、
第
５
図
の
一
点
鎖
線
の
よ
う
に
な

る
。
先
述
の
と
お
り
、
後
円
部
の
位
置
と
径
の
推
定
は
問
題
な
さ

そ
う
で
あ
る
た
め
、
今
回
、
前
方
部
南
辺
の
位
置
を
確
定
し
得
た

こ
と
で
、
破
壊
前
の
墳
丘
の
形
態
を
、
ほ
ぼ
正
確
に
復
元
で
き
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
墳
丘
の
規
模
は
、
全
長
約
一
〇
〇
ｍ
、

後
円
部
径
約
五
五
ｍ
、
前
方
部
幅
約
五
〇
ｍ
、
く
び
れ
部
幅
約
二

二
ｍ
と
な
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
六
百
分
一
地
形
図

や
航
空
写
真
に
み
ら
れ
る
北
側
の
墳
裾
は
、
深
さ
二
ｍ
以
上
の
掘

り
割
り
が
埋
没
し
た
状
態
の
も
の
で
あ
り
、
標
高
も
二
二
・
五
〜

二
〇
・
五
ｍ
程
度
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
南
側
で
は
破
壊
前

の
墳
裾
の
標
高
が
一
九
ｍ
前
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
た
め
、

本
来
の
北
側
の
墳
裾
は
、
地
形
図
や
写
真
よ
り
も
若
干
外
側
に
位

置
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
依
然
僅
か
な
不
確
定
要
素
が
残
っ
て
い
る
も

の
の
、
今
回
の
写
真
の
発
見
に
よ
っ
て
、
破
壊
前
の
観
音
松
古
墳

の
平
面
形
を
、
か
な
り
正
確
に
復
元
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
試
み
に
、
復
元
さ
れ
た
平
面
形
と
相
似
す
る
可
能
性
の
あ
る

古
墳
を
探
し
て
み
る
と
、
奈
良
県
渋
谷
向
山
古
墳
（
三
分
の
一
）、

同
県
宝
来
山
古
墳
（
五
分
の
二
）、
宮
城
県
雷
電
山
古
墳
（
五
分

の
三
）
な
ど
と
近
似
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
近
接
す
る
加

瀬
白
山
古
墳
の
測
量
図
を
一
・
一
倍
に
し
た
も
の
と
も
比
較
的
よ

く
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
前
方
後
円
墳
の
築
造
企
画
を
含
め
た

墳
丘
の
型
式
学
、
系
統
論
に
は
、
依
然
大
き
な
意
見
の
相
違
が
み

ら
れ
る
た
め
、「
相
似
」
の
判
断
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
前
期
後
半
〜
末
葉
に
位
置
付
け
ら
れ
る

諸
古
墳
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
近
似
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
今
は
こ
う
し
た
推
定
で
満
足
し
て
お

く
ほ
か
な
か
ろ
う
。

三　

後
円
部
の
墳
丘
断
面
か
ら
み
た
墳
丘
構
築
方
法

ａ
．
墳
丘
断
面
の
位
置

さ
て
、
今
回
発
見
さ
れ
た
写
真
の
中
に
、
後
円
部
の
中
央
付
近

の
墳
丘
断
面
を
写
し
た
も
の
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
写
真
３
〜
６
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、
特
に
断
面

（
三
五
五
）　
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の
西
側
に
つ
い
て
は
、
盛
土
の
観
察
を
す
る
た
め
に
断
面
を
平
ら

に
削
っ
て
か
ら
撮
影
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
盛
土
の

様
子
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に
み

て
も
、
墳
丘
長
一
〇
〇
ｍ
ク
ラ
ス
以
上
の
前
方
後
円
墳
の
後
円
部

断
面
が
こ
こ
ま
で
明
瞭
に
観
察
で
き
る
事
例
は
皆
無
と
い
っ
て
よ

く
、
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
大
型
前
方
後
円
墳
の
構

築
方
法
を
研
究
す
る
う
え
で
他
に
例
を
み
な
い
貴
重
な
資
料
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

写
真
３
〜
６
及
び
10
と
14
を
見
る
と
、
後
円
部
の
断
面
の
下
に

も
、
断
面
と
平
行
す
る
よ
う
に
、
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
が
敷
設
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
断
面
下
端
と
線
路
の
距
離
は
、

前
方
部
墳
裾
と
線
路
の
間
隔
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
写
真
10
、
14
を
見
る
と
、
前
方
部
側
で
は
墳
裾
に

沿
っ
て
直
線
的
に
伸
び
て
い
た
線
路
が
、
く
び
れ
部
付
近
で
緩
や

か
に
南
に
折
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
墳
頂
部
に
目
を
向
け
る
と
、
主
体
部
の
調
査
の
た
め
に

掘
り
く
ぼ
め
た
箇
所
が
写
っ
て
お
り
、
そ
の
く
ぼ
み
の
底
の
部
分

に
、
明
る
く
写
っ
た
薄
い
土
層
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
明
る

い
土
層
が
、
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
状
の
く
ぼ
み
に
よ
っ
て
四
〜
五
箇
所

切
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
様
子
は
、
写
真
10
、
11
に

写
っ
た
状
況
と
一
致
し
て
お
り
、
く
ぼ
み
の
底
に
写
っ
た
明
る
い

土
層
は
、
後
述
す
る
中
央
の
粘
土
槨
の
南
に
存
在
し
た
、
も
う
一

つ
の
粘
土
槨
（
南
粘
土
槨
）
の
粘
土
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

中
央
粘
土
槨
と
こ
の
粘
土
槨
の
位
置
関
係
の
記
録
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
写
真
15
の
主
体
部
左
上
方
に
、
こ
の
粘
土
槨
の
北
側
の
肩

が
一
部
残
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
仮
に
中
央
の

粘
土
槨
が
墳
丘
の
主
軸
上
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
も

う
一
つ
の
粘
土
槨
に
接
し
て
い
た
墳
丘
の
断
面
は
、
後
円
部
中
央

よ
り
や
や
南
に
ず
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
第
６
図
）。

以
上
の
手
が
か
り
を
総
合
し
て
、
写
真
に
写
っ
た
後
円
部
の
墳

丘
断
面
の
位
置
を
推
定
し
た
の
が
、
第
５
図
の
斜
線
部
分
で
あ
る
。

こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
墳
丘
の
主
軸
と
は
や
や
ず
れ
て
い
る

も
の
の
、
写
真
３
〜
６
に
は
、
後
円
部
の
中
央
付
近
を
通
る
墳
丘

断
面
が
写
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ｂ
．
墳
丘
断
面
の
大
別
層
位

こ
れ
ら
の
写
真
を
西
側
（
写
真
３
）
か
ら
順
番
に
並
べ
て
み
る

と
、
写
真
５
と
写
真
６
の
間
に
、
僅
か
に
写
っ
て
い
な
い
断
面
が

あ
る
も
の
の
、
墳
丘
の
西
端
か
ら
く
び
れ
部
ま
で
の
墳
丘
断
面
を
、

ほ
ぼ
通
し
て
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
そ

の
全
体
的
な
特
徴
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
先
述
の
と
お
り
墳
頂
部

や
断
面
東
側
が
不
明
瞭
と
な
る
が
、
西
端
か
ら
く
び
れ
部
ま
で
、

（
三
五
六
）　
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墳
丘
断
面
を
ほ
ぼ
水
平
方
向
に
五
つ
の
層
（
構
築
段
階
）
に
区
分

し
得
る
、
不
整
合
的
な
土
層
の
境
界
ラ
イ
ン
が
四
本
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
る
（
写
真
25
）。

そ
の
一
番
下
の
ラ
イ
ン
は
、
旧
地
表
面
と
考
え
ら
れ
る
。
写
真

を
見
る
限
り
、
墳
丘
構
築
時
に
旧
地
表
面
を
加
工
あ
る
い
は
撹
拌

す
る
よ
う
な
基
盤
整
地
の
工
程
（
樋
口
一
九
九
七
：
二
〇
八
頁
）

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
下
は
、
旧
表
土
の
黒
色
土
と
後

述
す
る
竪
穴
住
居
址
等
の
断
面
を
挟
ん
で
、
厚
い
ロ
ー
ム
層
に
移

行
す
る
。
ロ
ー
ム
層
に
は
、
深
め
の
竪
穴
住
居
址
の
床
面
の
レ
ベ

ル
か
ら
や
や
下
が
っ
た
位
置
に
暗
色
帯
が
認
め
ら
れ
、
断
面
の
最

下
段
に
近
い
箇
所
で
、
再
び
暗
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
暗
色
帯
は
、
武
蔵
野
台
地
Ⅴ
層
と
Ⅶ
層
に
相
当
す
る
と

み
て
い
い
。
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
の
あ
る
面
は
、
前
方
部
の
墳
裾
と

ほ
ぼ
同
一
の
レ
ベ
ル
か
や
や
高
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
観
音
松
古
墳
は
、
ま
ず
周
囲
の
地
形
を
、
武
蔵
野
台
地
Ⅶ
層

付
近
ま
で
深
く
削
り
込
ん
で
、
墳
丘
の
最
下
段
を
造
っ
て
い
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
七
年
の
発
掘
調

査
で
確
認
し
た
前
方
部
北
側
の
大
規
模
な
掘
り
割
り
も
、
武
蔵
野

台
地
Ⅵ
〜
Ⅶ
層
ま
で
掘
削
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
た
め
（
安
藤

二
〇
〇
九
：
一
〇
六
頁
）、
墳
丘
の
南
北
で
、
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の

深
さ
ま
で
旧
地
表
面
を
掘
削
し
、
墳
丘
最
下
段
を
形
成
し
て
い
た

写真 25　盛土の大別層と塚状盛土単位

（
三
五
七
）　
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五
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年
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念
号
（
第
二
分
冊
）

こ
と
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
、
写
真
か
ら
具
体
的
な
掘
削
深
度
を
明
ら
か
に
す

る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
吉
台
、
矢
上

台
で
は
、
Ⅲ
層
上
面
か
ら
Ⅶ
層
上
面
ま
で
の
層
厚
が
約
一
・
五
〜

二
ｍ
と
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の
上
の
旧
表
土
の
黒
色
土
層

を
含
め
る
と
、
墳
丘
構
築
時
の
掘
削
深
度
は
、
二
〜
二
・
五
ｍ
程

度
に
達
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
前
方
部
北
辺
に
お
け
る
Ⅶ
層

の
標
高
は
一
九
ｍ
前
後
で
あ
っ
た
た
め
、
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
と
前

方
部
南
辺
の
墳
裾
の
標
高
も
、
一
九
ｍ
前
後
と
考
え
て
大
過
な
い

だ
ろ
う
。

な
お
、
墳
丘
基
盤
の
掘
削
深
度
が
二
〜
二
・
五
ｍ
程
度
だ
と
す

る
と
、
写
真
４
と
５
を
見
る
限
り
、「
研
究
１
」
で
推
定
し
た
、

後
円
部
高
一
〇
ｍ
と
い
う
数
値
の
蓋
然
性
も
高
ま
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。
写
真
１
に
は
、
前
方
部
の
東
端
を
除
き
、
観
音
松
古
墳

の
墳
丘
の
ほ
ぼ
全
体
が
写
っ
て
い
る
が
、
木
の
合
間
か
ら
確
認
で

き
る
後
円
部
墳
頂
の
高
さ
と
墳
丘
長
と
の
比
率
か
ら
み
て
も
、
墳

丘
北
側
で
八
〜
九
ｍ
（
南
側
で
は
一
〇
ｍ
以
上
）
の
高
さ
が
想
定

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
前
方
部
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
手
が
か
り
が
な
い
が
、「
研
究
１
」
で
想
定
し
た
と
お
り
後

円
部
に
比
し
て
か
な
り
低
く
、
北
側
か
ら
み
て
三
〜
四
ｍ
、
南
側

か
ら
み
て
五
ｍ
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
旧
表
土
よ
り
上
は
盛
土
と
な
る
。
盛
土
部
分
は
、
大
き

く
四
つ
の
層
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
、

下
か
ら
第
一
段
階
〜
第
四
段
階
の
盛
土
層
と
呼
ん
で
お
き
た
い
と

思
う
。
こ
う
し
た
段
階
的
な
盛
土
層
の
単
位
は
、
こ
れ
ま
で
「
板

（
プ
レ
ー
ト
）
状
の
盛
土
」（
樋
口
一
九
九
七
：
二
一
二
頁
）、「
壇

状
の
盛
土
」（
青
木
二
〇
一
三
：
八
二
頁
）
な
ど
と
さ
れ
て
き
た

も
の
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
別
層
の
境
界
面
は
、「
平

坦
面
」（
青
木
二
〇
〇
三
：
二
五
頁
）
や
「
工
程
面
」（
小
池
二
〇

〇
六
：
四
頁
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
観
音
松
古
墳
の
盛
土
の
境

界
面
は
、
い
ず
れ
も
整
っ
た
水
平
面
と
は
言
え
ず
、
高
低
や
傾
斜

が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
各
段
階
の
厚
さ
も
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
特
に
第
二
段
階
の
盛
土
層
が
厚
く
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

ｃ
．
塚
状
盛
土
と
盛
土
全
体
の
構
造

盛
土
の
大
別
層
の
う
ち
、
第
一
段
階
か
ら
第
三
段
階
の
盛
土
層

に
は
、
中
央
付
近
に
塚
状
の
盛
土
単
位
が
存
在
す
る
。
墳
丘
構
築

時
に
こ
う
し
た
塚
状
の
盛
土
単
位
を
構
築
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
事
例
は
多
く
、
こ
れ
ら
を
「
小
丘
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
（
樋
口
一
九
九
七
：
二
〇
八
・
二
〇
九
頁
）。
た
だ
し
、

観
音
松
古
墳
の
よ
う
に
墳
丘
の
中
央
付
近
の
も
の
だ
け
を
「
小

（
三
五
八
）　
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写真 26　後円部西側の墳丘断面の土層区分

写真 27　後円部東側の墳丘断面

（
三
五
九
）　
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丘
」
と
呼
ぶ
意
見
も
あ
り
（
青
木
二
〇
〇
三
：
二
五
頁
）、
こ
れ

は
東
日
本
に
多
い
工
法
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
写
真
５
で
は
、
各

段
階
、
特
に
第
一
段
階
と
第
二
段
階
の
塚
状
盛
土
単
位
の
様
子
が

非
常
に
よ
く
観
察
で
き
る
が
、
そ
こ
で
は
、
断
面
台
形
の
塚
状
盛

土
単
位
が
、
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
（
写

真
25
）。

こ
れ
ら
の
塚
状
盛
土
単
位
の
平
面
形
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

断
面
を
見
る
限
り
、
観
音
松
古
墳
の
塚
状
盛
土
は
、
前
段
階
の
単

位
を
覆
う
よ
う
に
（
例
え
ば
同
心
円
状
に
）
規
則
的
に
重
ね
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
横
方
向
に
拡
張
す
る
よ
う
に
積
ま
れ
た

り
、
斜
面
部
分
に
追
加
さ
れ
た
り
と
、
か
な
り
ラ
ン
ダ
ム
な
あ
り

方
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
工
程
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
の
塚
状

盛
土
単
位
の
平
面
形
が
、
整
っ
た
円
形
や
方
形
に
成
形
さ
れ
て
い

た
と
は
考
え
に
く
そ
う
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
る
土
も
、
ロ
ー
ム
主

体
の
も
の
か
ら
黒
色
土
主
体
の
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
積

み
方
に
も
、
水
平
の
土
層
単
位
を
重
ね
る
も
の
か
ら
、
塚
状
盛
土

全
体
を
均
質
の
土
で
構
成
す
る
も
の
ま
で
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
塚
状
盛
土
単
位
の
頂
部
に
は
、
い
ず
れ
も

平
坦
面
が
作
り
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
斜
面
部
の
傾
斜
面
も
急
で
、

裾
部
分
を
除
い
て
直
線
状
を
呈
す
る
箇
所
が
多
い
た
め
、
盛
土
の

単
位
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
面
が
台
形
に
な
る
よ
う
に
突
き
固

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
不
規
則
な
塚
状
盛
土
単
位
の
積
み
方
は
、
技
術
の
未

熟
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
意
図
的
に
断
面
を
台
形
状
に
整
え
て
い
る
こ
と
に
着
目
す

れ
ば
、
こ
う
し
た
積
み
方
に
何
ら
か
の
地
盤
工
学
上
の
意
味
が

あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
第
四
段
階
の
盛
土
層
に
こ
う
し
た
塚
状
盛
土
単
位
が
見

ら
れ
な
い
の
は
、
断
面
が
乾
燥
し
て
見
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
可
能
性
の
ほ
か
、
本
来
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
、
ま

た
主
体
部
の
掘
り
方
の
断
面
が
見
え
て
い
る
可
能
性
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
観
音
松
古
墳
と
時
期
の
近
い
、
比
較
的
大
型
の
円
墳
で

あ
る
千
葉
県
大
厩
浅
間
様
古
墳
で
は
、
三
〜
四
段
階
の
大
別
層
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
観
音
松
古
墳
に
類
似
し
た
不
規
則
な
積
み

方
の
塚
状
盛
土
単
位
群
が
複
数
段
に
み
ら
れ
る
一
方
で
、
主
体
部

の
あ
る
最
上
段
に
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
市
原

市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
九
：
第
17
図
）。
ま
た
、
時
期
的
に

や
や
遡
る
推
定
全
長
六
〇
ｍ
の
前
方
後
方
墳
と
さ
れ
る
千
葉
県
新

皇
塚
古
墳
で
も
、
二
段
階
の
盛
土
の
下
段
に
規
模
の
大
き
い
塚
状

盛
土
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
主
体
部
の
あ
る
上
段
に
は
、
こ
れ

が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
（
房
総
考
古
資
料
刊

行
会
一
九
七
四
：
第
Ⅰ-

４
図
）。
こ
う
し
た
例
か
ら
み
て
、
観

（
三
六
〇
）　
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音
松
古
墳
の
第
四
段
階
の
盛
土
に
も
、
中
央
の
塚
状
盛
土
は
存
在

し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
中
央
の
塚
状
盛
土
か
ら
墳
丘
縁
辺
に
か
け
て
の
盛
土
層

の
様
子
に
つ
い
て
は
、
写
真
３
、
４
か
ら
詳
細
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
三
段
と
第
四
段
階
の
盛
土
層
は
、
乾
燥
も

あ
っ
て
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
段
階
、
第
二
段
階
に
つ

い
て
は
、
細
か
な
土
層
の
単
位
ま
で
、
非
常
に
明
瞭
に
読
み
取
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

写
真
26
は
、
写
真
４
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
上
げ
た
う
え
で
、
土

層
を
可
能
な
限
り
細
か
く
分
層
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
、
塚
状
盛
土
単
位
群
以
外
の
盛
土
は
、
塚
状
盛
土
単
位
部
分
よ

り
薄
い
土
層
の
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

積
み
方
は
一
様
で
は
な
い
が
、
全
体
的
に
み
て
塚
状
盛
土
単
位
群

側
か
ら
の
盛
土
が
先
行
し
、
次
い
で
墳
丘
縁
辺
の
盛
土
を
行
い
、

最
後
に
そ
の
間
を
水
平
に
埋
め
て
い
く
と
い
う
順
序
で
構
築
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

墳
丘
縁
辺
付
近
に
は
、
第
四
段
階
の
盛
土
層
を
除
き
、
墳
丘
外

側
か
ら
内
側
に
向
か
っ
て
傾
斜
す
る
よ
う
に
土
が
積
ま
れ
て
い
る

様
子
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
第
一
段
階
の
盛
土
層
で
は
、
そ
の
状

況
が
明
瞭
に
写
っ
て
お
り
、
所
謂
「
土
手
状
盛
土
」（
青
木
二
〇

〇
三
：
二
五
頁
）
の
存
在
を
想
定
で
き
そ
う
な
状
況
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
部
分
の
盛
土
は
、
墳
丘
内
側
と
同
様
に
土
層
単
位
が

薄
く
、
か
つ
塚
状
盛
土
部
分
の
よ
う
に
頂
部
や
斜
面
が
整
え
ら
れ

た
様
子
も
見
ら
れ
な
い
た
め
、
土
手
で
は
な
く
、
単
純
に
盛
土
の

順
序
が
見
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

な
お
、
塚
状
盛
土
単
位
群
の
外
側
の
盛
土
は
、
最
下
段
よ
り
も

二
段
目
の
ほ
う
が
、
ロ
ー
ム
粒
、
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
土
層

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
墳
丘
の
最

下
段
や
周
壕
を
形
成
す
る
た
め
に
掘
り
下
げ
た
土
を
盛
土
に
使
用

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

ｄ
．
墳
丘
構
築
方
法
の
評
価

近
年
、
古
墳
の
墳
丘
構
築
方
法
の
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い

る
青
木
敬
氏
に
よ
る
と
、
墳
丘
構
築
方
法
は
、
土
手
状
盛
土
を
伴

う
壇
状
の
盛
土
、
墓
壙
を
も
つ
埋
葬
施
設
を
特
徴
と
す
る
「
西
日

本
的
工
法
」
と
、
小
丘
を
核
と
す
る
非
壇
状
の
盛
土
と
無
墓
壙
の

埋
葬
施
設
が
特
徴
の
「
東
日
本
的
工
法
」
に
大
別
で
き
る
と
い
う

（
青
木
二
〇
〇
三
：
四
〇
頁
、
二
〇
一
三
：
八
二
・
八
三
頁
）。
青

木
氏
は
、
両
者
の
技
術
的
な
系
統
を
弥
生
時
代
の
墳
丘
墓
に
ま
で

遡
ら
せ
、
前
方
後
円
墳
時
代
前
期
で
は
尾
張
・
越
前
以
西
と
三

河
・
加
賀
以
東
で
両
者
の
分
布
が
明
瞭
に
分
か
れ
る
一
方
で
、
前

期
末
葉
以
降
、
東
日
本
に
「
西
日
本
的
工
法
」
が
浸
透
す
る
と
し

（
三
六
一
）　
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て
い
る
。

観
音
松
古
墳
は
、
複
数
段
階
の
盛
土
の
大
別
層
、
つ
ま
り
壇
状

の
盛
土
が
み
ら
れ
、
壇
状
の
盛
土
の
厚
さ
に
対
応
す
る
土
手
状
の

盛
土
が
存
在
す
る
よ
う
に
み
え
る
点
な
ど
か
ら
す
る
と
、
氏
の

「
西
日
本
的
工
法
」
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
と
言
え
な
く
も

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
比
較
的
大
型
の
塚
状
の
盛
土
が

墳
丘
の
核
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
塚
状
盛
土
単
位
群
側
の
盛
土

が
、
塚
状
盛
土
の
斜
面
と
同
様
に
傾
斜
し
て
い
る
点
な
ど
は
「
東

日
本
的
」
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

前
期
末
と
い
う
時
期
を
考
慮
す
れ
ば
、
観
音
松
古
墳
の
墳
丘
断

面
は
、
青
木
氏
が
言
う
よ
う
に
、
東
日
本
に
「
西
日
本
的
工
法
」

が
浸
透
し
始
め
た
こ
ろ
の
様
相
を
示
す
も
の
と
の
評
価
も
可
能
で

あ
る
。
先
述
の
大
厩
浅
間
様
古
墳
の
墳
丘
断
面
は
、
土
手
状
盛
土

を
伴
う
壇
状
の
盛
土
と
そ
の
中
央
に
見
ら
れ
る
不
規
則
な
積
み
方

の
塚
状
の
盛
土
な
ど
か
ら
み
て
、
現
状
で
最
も
観
音
松
古
墳
の
断

面
に
類
似
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
青
木
氏
は

こ
の
大
厩
浅
間
様
古
墳
を
「
西
日
本
的
工
法
」
に
分
類
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
青
木
氏
の
分
類
が
、
古
墳
の
墳
形
や
立
地
・

規
模
の
差
、
墳
丘
断
面
の
場
所
の
違
い
な
ど
を
あ
ま
り
考
慮
し
て

い
な
い
こ
と
や
、
大
型
古
墳
の
場
合
、
根
拠
と
な
っ
て
い
る
資
料

の
ほ
と
ん
ど
が
、
墳
丘
（
特
に
墳
裾
）
の
ご
く
一
部
分
の
断
面
で

あ
る
こ
と
な
ど
に
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
盛
土

の
厚
さ
が
大
き
く
異
な
る
大
小
の
古
墳
で
は
、
用
い
ら
れ
る
技
術

に
違
い
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
し
、
前
方
後
円
墳
や
前
方
後
方
墳

の
場
合
、
平
面
形
や
高
さ
に
違
い
が
み
ら
れ
る
前
方
部
と
後
円
部

で
異
な
る
工
法
が
用
い
ら
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、

規
模
や
時
期
が
近
く
て
も
、
丘
陵
頂
部
な
ど
に
立
地
し
墳
丘
の
大

半
を
削
り
出
し
に
よ
っ
て
構
築
し
た
古
墳
と
、
平
地
や
台
地
に
立

地
し
墳
丘
を
盛
土
に
よ
っ
て
構
築
し
た
古
墳
で
は
用
い
ら
れ
る
技

術
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
粘
土
槨
を
も

つ
前
期
中
葉
以
降
の
ほ
ぼ
同
規
模
の
前
方
後
円
墳
同
士
で
あ
っ
て

も
、
東
京
都
宝
莱
山
古
墳
の
前
方
部
の
断
面
と
観
音
松
古
墳
の
後

円
部
の
断
面
の
比
較
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
し
、
削
り

出
し
主
体
の
神
奈
川
県
長
柄
桜
山
１
号
、
２
号
墳
と
盛
土
主
体
の

観
音
松
古
墳
の
工
法
を
同
列
に
扱
っ
て
も
意
味
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
法
に
特
徴
的
な
要
素
と
さ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
も
、
も
う
少
し
慎
重
な
検
討
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、「
西
日
本
的
工
法
」
の
重
要
な
要
素
と
さ
れ
る
、
土
手

状
盛
土
を
伴
う
壇
状
の
盛
土
に
つ
い
て
み
る
と
、
青
木
氏
が
「
東

日
本
的
工
法
」
の
典
型
例
と
し
た
新
皇
塚
古
墳
に
お
い
て
も
、
筆

者
に
は
、
墳
丘
外
側
か
ら
傾
斜
す
る
土
手
状
の
盛
土
が
存
在
し
、

（
三
六
二
）　
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か
つ
そ
れ
が
盛
土
の
大
別
単
位
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
方
、
前
期
初
頭
に
遡
る
「
西
日
本
的
工
法
」
の
事
例
と
さ
れ
た

京
都
府
元
稲
荷
古
墳
の
後
方
部
で
は
、
墳
裾
か
ら
約
一
一
ｍ
、
高

さ
約
四
ｍ
と
い
う
比
較
的
大
き
な
土
層
断
面
が
調
査
さ
れ
、
墳
丘

外
側
か
ら
繰
り
返
し
土
手
状
の
盛
土
が
な
さ
れ
て
い
る
様
子
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
壇
状
の
盛
土
と
み
な
し
得
る
平
坦
面
は
確
認
で

き
な
い
よ
う
で
あ
る
（
向
日
市
教
育
委
員
会
・（
公
財
）
向
日
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
四
：
五
五
頁
）。

こ
れ
ら
の
是
非
は
と
も
か
く
、
仮
に
墳
裾
部
分
の
ご
く
一
部
の

墳
丘
断
面
で
土
手
の
よ
う
な
盛
土
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ

こ
か
ら
壇
状
の
盛
土
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
工

法
を
大
別
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
蛇
足
か
も
知
れ
な
い
が
、

土
手
状
盛
土
自
体
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
の
静
岡
県
手
越
向
山

遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
に
す
で
に
存
在
し
て
お
り
（
安
藤
二
〇
一

四
：
四
三
九
頁
）、
そ
こ
で
は
墳
丘
構
築
前
の
階
段
状
の
整
地
も

認
め
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
に
お
い
て
も
、
立
地
に
応
じ
た
複
数
の

墳
丘
構
築
技
術
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
単
純
な
要
素
の

有
無
、
あ
る
い
は
組
み
合
せ
で
技
術
系
統
が
大
別
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、「
東
日
本
的
工
法
」
の
特
徴
と
さ
れ
る
中
央
の
塚
状
の

盛
土
（
小
丘
）
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

畿
内
中
枢
の
中
期
古
墳
で
あ
る
大
阪
府
唐
櫃
山
古
墳
の
後
円
部
に

は
、
中
央
に
比
較
的
規
模
の
大
き
な
塚
状
の
盛
土
が
存
在
し
（
大

阪
府
教
育
委
員
会
二
〇
〇
一
：
九
・
十
頁
）、
ま
た
、
京
都
府
椿

井
大
塚
山
古
墳
後
円
部
墳
頂
付
近
の
高
さ
約
三
ｍ
の
崖
面
に
お
い

て
も
、
塚
状
の
盛
土
単
位
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
そ
の
あ
り
方
が
観

音
松
古
墳
に
よ
く
似
て
い
る
（
山
城
町
教
育
委
員
会
一
九
八
六
：

一
二
頁
）。
つ
ま
り
、
観
音
松
古
墳
に
み
ら
れ
る
墳
丘
中
央
に
塚

状
の
盛
土
を
構
築
す
る
工
法
は
、
東
日
本
の
技
術
的
系
統
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
西
日
本
の
前
期
古
墳
、
特
に
大
型
古
墳
に
お
い

て
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
期
に
限
ら
ず
大
型
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、

そ
の
構
築
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
現
状

で
は
、
そ
の
具
体
的
な
時
空
間
上
の
展
開
を
詳
述
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
墳
丘
断
面

に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
断
片
的
な
証
拠
を
見
渡
す
限
り
、
観
音

松
古
墳
に
み
ら
れ
る
個
々
の
墳
丘
構
築
技
術
は
、
西
日
本
を
含
め

た
広
い
範
囲
に
認
め
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
大
型
の
前
方

後
円
墳
の
技
術
と
し
て
、
決
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
い
と
言
う

と
こ
ろ
ま
で
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
西
日
本
的
工

法
」
と
呼
ぶ
か
は
別
に
し
て
も
、
前
期
の
あ
る
段
階
ま
で
に
、
お

（
三
六
三
）　
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そ
ら
く
畿
内
地
域
で
確
立
し
た
盛
土
主
体
の
墳
丘
構
築
技
術
が
、

粘
土
槨
を
主
体
部
と
す
る
大
型
前
方
後
円
墳
が
広
く
展
開
す
る
前

期
後
半
ま
で
に
、
東
日
本
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い

た
こ
と
は
充
分
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
な

議
論
は
今
後
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
、
そ
う
し
た

墳
丘
構
築
方
法
の
時
空
間
的
展
開
を
検
討
す
る
う
え
で
、
観
音
松

古
墳
の
墳
丘
断
面
の
写
真
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
こ
と
は

疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

四　

主
体
部
の
位
置
と
構
造

ａ
．
南
粘
土
槨

「
研
究
１
」
で
紹
介
し
た
、
一
九
五
五
年
の
清
水
潤
三
氏
の
文

章
に
よ
る
と
、
観
音
松
古
墳
に
は
、
二
つ
の
粘
土
槨
、
つ
ま
り

「
中
央
」
の
「
大
型
頑
丈
に
つ
く
ら
れ
た
粘
土
槨
」
と
「
南
側
に

偏
り
、」
中
央
の
も
の
「
よ
り
上
方
」
の
粘
土
槨
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
（
清
水
一
九
五
五
：
三
頁
）。
こ
こ
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
を
中
央
粘
土
槨
、
南
粘
土
槨
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
が
、

今
回
発
見
さ
れ
た
写
真
に
も
、
こ
の
記
述
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

二
つ
の
粘
土
槨
と
思
わ
れ
る
主
体
部
が
写
っ
て
い
る
。
写
真
13
〜

20
が
中
央
粘
土
槨
、
写
真
９
〜
12
が
南
粘
土
槨
で
あ
る
。

な
お
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
の
袋
に
記
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
や
、
第
２

図
の
遺
物
の
出
土
場
所
の
表
記
で
は
、
南
粘
土
槨
が
「
西
部
粘
土

槨
」
や
「
西
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

写
真
９
〜
12
に
写
っ
た
「
西
部
粘
土
槨
」
が
、
写
真
15
の
中
央
粘

土
槨
よ
り
も
浅
い
位
置
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

更
に
写
真
15
の
中
央
粘
土
槨
の
左
に
は
、
一
段
高
く
掘
り
残
さ
れ

た
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
に
写
真
11
に
よ
く
似
た
粘
土
槨
の
断
面
の

一
部
が
見
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
写
真
９
〜
12
の

粘
土
槨
が
、
中
央
粘
土
槨
よ
り
も
墳
丘
切
り
崩
し
側
、
つ
ま
り
南

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

さ
て
、
南
粘
土
槨
に
つ
い
て
は
、
実
測
図
等
の
記
録
が
み
つ

か
っ
て
い
な
い
た
め
、
位
置
及
び
形
態
・
規
模
は
写
真
か
ら
推
測

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
先
述
の
と
お
り
、
写
真
５
の
墳
頂
部
の
掘
削

が
、
写
真
10
の
状
況
だ
と
す
る
と
、
南
粘
土
槨
は
、
後
円
部
中
央

付
近
の
、
墳
丘
断
面
に
接
す
る
位
置
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
写
真
５
の
旧
地
表
面
下
の
削
り
出
し
の
高
さ
を
二
・
五
ｍ
程

度
と
仮
定
し
た
場
合
、
墳
頂
付
近
が
画
角
の
上
方
に
写
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
の
墳
頂
部
の
掘
削
は
、
一
ｍ

を
若
干
超
え
る
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
中
央
粘
土
槨
を
写

し
た
写
真
15
に
は
、
先
述
の
と
お
り
南
粘
土
槨
の
一
部
が
写
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
み
る
限
り
、
中
央
粘
土
槨
の
粘
土
範
囲
の
南
辺

か
ら
一
ｍ
前
後
南
に
南
粘
土
槨
の
棺
床
の
北
辺
が
位
置
し
て
い
た

（
三
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う
で
あ
る
。
ま
た
、
中
央

粘
土
槨
と
南
粘
土
槨
に
は
、

一
ｍ
程
度
の
比
高
差
が
あ
っ

た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。

規
模
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

写
真
５
に
よ
る
と
、
こ
の
時

点
で
の
墳
頂
部
の
掘
削
範
囲

の
長
さ
が
、
七
〜
八
ｍ
以
上

に
達
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
粘
土

槨
全
体
を
写
し
た
写
真
９
と

10
が
こ
の
掘
削
範
囲
の
西
壁

上
か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
写
真
５
に
お
い
て

粘
土
層
と
思
わ
れ
る
薄
く
明

る
い
土
層
が
掘
削
範
囲
の
床

面
全
体
に
及
ん
で
い
る
よ
う

に
み
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

南
粘
土
槨
の
粘
土
は
、
こ
の

掘
削
範
囲
全
体
に
広
が
っ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。

第６図　主体部の位置

（
三
六
五
）　
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写
真
９
、
10
に
は
、
棺
床
と
し
て
調
査
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
浅

い
く
ぼ
み
が
写
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
木
棺
の
形
態
や
規
模
を
推
測

す
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
が
、
全
体
的
に
湾
曲
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
た
だ
、
写
真
10
の
棺

床
部
分
の
断
面
を
み
る
と
、
奥
と
中
間
の
二
本
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ

に
は
、
薄
い
な
が
ら
も
粘
土
の
み
の
棺
床
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
手
前
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
粘
土
が

み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
部
分
ま
で
木
棺
が
存
在
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
中
間
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
や
や
西
ま

で
、
比
較
的
床
面
が
明
る
く
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ

の
辺
り
を
棺
床
の
西
端
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。

一
方
、
奥
側
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
付
近
で
は
、
南
側
の
粘
土
が
く

ぼ
み
の
内
側
に
大
き
く
せ
り
出
す
こ
と
で
湾
曲
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
対
す
る
北
側
の
く
ぼ
み

の
肩
が
あ
く
ま
で
直
線
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
南
側
の
粘

土
の
せ
り
出
し
は
、
崩
落
し
た
被
覆
粘
土
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
棺
床
の
東
端
は
、
写
真
12
か
ら
、

掘
削
範
囲
の
東
壁
よ
り
一
ｍ
前
後
の
位
置
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
南
粘
土
槨
の
棺
床
は
、
五
〜
七
ｍ
の
規

模
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
南
粘
土
槨
の

主
軸
方
向
を
推
測
す
る
手
が
か
り
は
少
な
い
が
、
写
真
９
、
10
な

ど
を
み
る
限
り
、
直
下
の
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い

た
よ
う
で
あ
り
、
同
じ
く
線
路
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
（
写
真
14
な
ど
）
中
央
粘
土
槨
と
も
、
平
行
関
係
に
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

写
真
10
〜
12
に
は
、
南
粘
土
槨
の
断
面
が
写
っ
て
お
り
、
棺
床

及
び
そ
の
下
の
構
造
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
を
み
る
と
、
棺
床
の
粘
土
は
薄
く
、
中
間
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
付

近
で
棺
床
の
両
サ
イ
ド
が
若
干
厚
く
な
る
も
の
の
、
一
〇
㎝
に
満

た
な
い
程
度
の
箇
所
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
棺
床
の
断
面

形
は
、
浅
く
く
ぼ
む
程
度
の
舟
形
を
呈
し
て
お
り
、
中
間
の
サ
ブ

ト
レ
ン
チ
付
近
で
は
床
が
平
坦
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
木
棺
の
形
態
を
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。
こ
う
し
た
薄
い
粘
土
に
よ
る
舟
形
の
浅
い
棺
床
は
、
隣

接
す
る
加
瀬
白
山
古
墳
の
前
方
部
粘
土
槨
に
も
み
ら
れ
る
（
三
田

史
学
会
一
九
五
三
：
圖
版
第
四
）。

一
方
、
東
側
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
断
面
に
は
、
棺
床
の
粘
土
の

下
に
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
薄
い
土
層
が
あ
り
、
そ
の
土
層
が
棺

床
の
北
側
に
も
若
干
凹
み
つ
つ
延
び
て
い
る
様
子
が
写
っ
て
い
る
。

こ
の
土
層
は
、
中
間
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
に
も
認
め
ら
れ
、
棺
床
の

外
と
推
定
し
た
西
側
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
に
み
え
て
い
る
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
を
含
む
層
も
、
一
連
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
つ

（
三
六
六
）　
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ま
り
、
南
粘
土
槨
で
は
、
棺
床
を
形
成
す
る
前
に
、
木
棺
よ
り
か

な
り
広
範
囲
に
、
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
土
を
薄
く
敷
き
、
木
棺

を
設
置
す
る
部
分
を
若
干
窪
ま
せ
て
か
ら
粘
土
を
貼
っ
て
棺
床
を

形
成
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
墓
壙
の
有
無
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
写
真
か
ら
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
棺
床

の
北
側
で
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
土
層
が
若
干
凹
ん
で
い
る
の
は
、

中
央
粘
土
槨
の
木
棺
の
腐
朽
崩
落
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

遺
物
に
つ
い
て
は
、
清
水
氏
の
実
測
図
で
は
、
第
２
図
に

「
西
」
と
記
さ
れ
た
臼
玉
の
図
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
研
究
室
に

は
、
同
じ
く
「
西
」
と
記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
一
八
点
一
連

の
臼
玉
が
存
在
す
る
が
、
第
２
図
の
臼
玉
は
こ
の
う
ち
の
一
点
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
副
葬
品
は
少
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

ｂ
．
中
央
粘
土
槨

・
位
置
と
構
造

中
央
粘
土
槨
は
、
第
１
図
の
発
見
に
よ
っ
て
、
規
模
や
形
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
第
１

図
の
方
位
の
誤
り
を
修
正
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
南
粘
土
槨
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
と
お
り
、
観
音
松
古

墳
の
二
つ
の
主
体
部
が
、
墳
丘
断
面
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
た
め
、
こ
の
図
の
方
位
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
方
位
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ

の
ズ
レ
は
九
十
度
単
位
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
図
を
描

い
た
時
点
で
清
水
氏
が
方
位
を
左
に
九
〇
度
、
つ
ま
り
本
来
北
で

あ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
を
東
と
勘
違
い
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
第
１
図
の
方
位
記
号
が
、
磁
北
の

ま
ま
か
、
真
北
に
直
し
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
応
こ
こ
で

は
真
北
と
し
て
考
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

南
粘
土
槨
を
「
西
部
粘
土
槨
」
と
呼
ん
だ
元
凶
が
、
こ
の
方
位
の

勘
違
い
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

続
い
て
、
主
体
部
の
位
置
の
検
討
に
移
る
こ
と
に
す
る
が
、
中

央
粘
土
槨
が
観
音
松
古
墳
の
第
一
主
体
部
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

多
く
の
前
期
前
方
後
円
墳
と
同
様
、
ほ
ぼ
後
円
部
の
中
央
に
位
置

し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
中

央
粘
土
槨
を
、
第
１
図
の
方
位
を
右
に
九
〇
度
回
転
し
、
棺
床
の

中
央
を
後
円
部
の
推
定
円
の
中
心
に
重
ね
た
位
置
に
あ
っ
た
も
の

と
仮
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
（
第
６
図
）。
こ
の
中
央
粘
土
槨

の
推
定
位
置
は
、
写
真
13
、
14
に
写
っ
た
粘
土
槨
と
ト
ロ
ッ
コ
の

線
路
の
位
置
関
係
と
も
整
合
す
る
。
つ
ま
り
、
推
定
し
た
墳
丘
の

主
軸
方
向
と
は
微
妙
に
角
度
が
ず
れ
る
も
の
の
、
観
音
松
古
墳
の

（
三
六
七
）　
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第
一
主
体
部
も
、
加
瀬
白
山
古
墳
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
墳
丘
の

主
軸
方
向
に
合
わ
せ
て
構
築
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
こ
と
に

な
る
。

さ
て
、
中
央
粘
土
槨
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
掘
削
範
囲
の
西
壁

面
が
写
っ
て
い
る
写
真
15
か
ら
推
測
で
き
る
。
第
１
図
に
よ
る
と
、

中
央
粘
土
槨
西
端
部
の
粘
土
の
範
囲
の
幅
は
約
三
ｍ
で
あ
る
た
め
、

写
真
15
の
粘
土
槨
西
端
部
幅
と
西
壁
高
の
比
率
か
ら
壁
面
の
高
さ

を
計
算
す
る
と
、
二
・
三
ｍ
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
る
。
な
お
、

こ
の
深
さ
は
、
写
真
25
の
第
三
段
階
と
第
四
段
階
の
盛
土
の
境
界

と
一
致
す
る
よ
う
に
み
え
、
写
真
25
に
写
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
を

含
む
薄
い
層
が
、
中
央
粘
土
槨
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

第
１
図
に
よ
る
と
、
中
央
粘
土
槨
に
は
、
南
東
コ
ー
ナ
ー
付
近

に
南
側
に
突
出
す
る
部
分
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
長
さ
お
よ
そ
一

〇
ｍ
、
幅
三
ｍ
前
後
の
長
方
形
に
近
い
範
囲
に
粘
土
が
広
が
り
、

そ
の
中
央
に
長
さ
八
・
四
ｍ
、
幅
一
ｍ
前
後
の
棺
床
が
存
在
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
写
真
18
に
は
そ
の
断
面
が
写
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
み
る
と
図
に
記
さ
れ
た
粘
土
の
範
囲
の
下
に
断
面
逆
台
形

を
呈
す
る
掘
り
込
み
が
あ
り
、
そ
こ
に
粘
土
を
充
填
し
て
棺
床
を

形
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

写
真
13
〜
15
及
び
18
を
み
る
と
、
棺
床
部
分
の
床
面
の
両
側
に

写真 28　中央粘土槨断面土層区分

（
三
六
八
）　
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段
が
あ
り
、
全
体
的
に
床
が
浅
く
一
段
凹
ん
で
い
る
様
子
が
写
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
段
は
木
棺
の
形
態
を
示
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
崩
落
し
た
木
棺
被
覆
粘
土
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
写
真
18
に
は
、
崩
落
し
た
粘
土
の
外
側
に
本
来
の
棺
床
の
ラ

イ
ン
と
思
わ
れ
る
土
層
の
境
界
が
写
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
中
央
の

遺
物
出
土
面
の
ラ
イ
ン
を
結
ぶ
と
半
円
形
に
近
い
形
に
な
る
こ
と

が
わ
か
る
（
写
真
28
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
央
粘
土
槨
の
木
棺

は
、
径
一
ｍ
ほ
ど
の
割
竹
形
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。一

方
、
逆
台
形
の
掘
り
込
み
に
充
填
さ
れ
た
粘
土
を
よ
く
み
る

と
、
写
真
28
に
示
し
た
と
お
り
、
そ
の
両
側
縁
が
、
ほ
ぼ
垂
直
方

向
に
分
層
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
な
る
と
、
中
央
粘
土
槨
で

は
、
逆
台
形
の
掘
り
込
み
の
床
に
粘
土
を
敷
い
て
か
ら
木
棺
を
据

え
、
木
棺
全
体
を
厚
く
粘
土
で
覆
い
つ
つ
側
面
を
垂
直
に
整
え
た

う
え
で
、
掘
り
込
み
の
両
側
に
粘
土
を
詰
め
た
か
、
あ
る
い
は
、

木
棺
を
据
え
た
後
に
、
掘
り
込
み
の
両
側
に
粘
土
を
詰
め
て
垂
直

の
壁
を
つ
く
り
、
そ
の
粘
土
の
壁
と
木
棺
の
間
に
粘
土
を
充
填
し

て
い
っ
た
か
、
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
観
音
松
古
墳
の
中
央
粘
土
槨
で
は
、
棺
床

形
成
に
あ
た
り
、
ま
ず
断
面
逆
台
形
の
掘
り
込
み
を
作
っ
て
か
ら

粘
土
を
充
填
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
は
山
本
三
郎

氏
の
粘
土
槨
の
分
類
の
Ｅ
類
に
あ
た
り
、
粘
土
槨
の
な
か
で
も
数

の
多
い
類
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
山
本
一
九
八
三
：
四
三
八
・

四
三
九
頁
）。
Ｅ
類
は
、
宮
城
県
遠
見
塚
古
墳
や
福
島
県
会
津
大

塚
山
古
墳
を
は
じ
め
、
東
日
本
に
も
広
く
み
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、

隣
接
す
る
加
瀬
白
山
古
墳
の
後
円
部
粘
土
槨
は
、
平
坦
面
に
粘
土

を
盛
り
上
げ
て
棺
床
を
形
成
す
る
Ｄ
類
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
違
い
が
時
期
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か

の
技
術
的
な
系
統
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
、
今
後
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
今
回
発
見
さ
れ
た
写
真
に
は
、
中
央
粘
土
槨
に
つ
い
て

も
、
墓
壙
の
有
無
を
判
断
で
き
る
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
写
真
18
に
は
、
逆
台
形
の
掘
り
込
み
の
下
に
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
土
層
が
あ
り
、
そ
の
左
側
が
逆
台
形
の
掘

り
込
み
に
対
応
す
る
よ
う
に
暗
く
な
る
様
子
が
写
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
こ
の
断
面
観
察
用
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
を
掘
削
し
た
際
の
土

が
残
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
も
の
と
考
え

て
お
き
た
い
。

・
副
葬
品

第
１
図
に
は
、
中
央
粘
土
槨
の
副
葬
品
と
し
て
、「
鏡
」、「
紡

錘
車
」、「
勾
玉
」、「
管
玉
（
群
）」、「
小
玉
」、「
銅
鏃
」、「
刀
」、

（
三
六
九
）　
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「
斧
頭
」、「
砥
石
」、「
朱
」、「
ア
ン
ペ
ラ
」、「
鉄
分
」
な
ど
の
出

土
位
置
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
鏡
」（
内
行
花
文
鏡
：
第
３
図
、
慶
應
義
塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：

写
真
５-
06
）
は
、
棺
床
の
東
端
か
ら
二
・
七
ｍ
、
棺
床
の
中
心

軸
か
ら
や
や
北
に
寄
っ
た
位
置
か
ら
出
土
し
た
。
図
に
鈕
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
鏡
面
を
下
に
向
け
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。「
紡
錘
車
」（
紡
錘
車
形
石
製
品
）
は
、「
鏡
」
の
東
に

接
し
て
一
点
、「
鏡
」
の
西
端
か
ら
西
方
六
五
㎝
の
位
置
で
も
う

一
点
出
土
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
２
図
に
描

か
れ
、
ま
た
研
究
室
に
残
っ
て
い
る
の
は
三
点
で
あ
り
（
慶
應
義

塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：
写
真
５-

06
）、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ら
三

点
と
第
１
図
の
出
土
位
置
と
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

「
刀
」
は
二
ヶ
所
に
分
か
れ
て
出
土
し
て
い
る
。
一
ヶ
所
は

「
鏡
」
の
西
に
接
し
て
お
り
、
短
い
三
点
の
「
刀
」
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
と
先
述
の
二
つ
め
の
紡
錘
車
形
石
製
品
の
間
に
は
、

「
朱
」
が
検
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
う
一
ヶ
所
は
、「
鏡
」
西

端
か
ら
西
約
一
・
五
ｍ
の
棺
床
中
央
や
や
南
よ
り
に
あ
り
、
や
や

長
い
「
刀
」
が
二
本
並
列
す
る
よ
う
に
出
土
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
様
子
は
写
真
13
、
15
、
17
に
写
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
鉄
製

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
全
て
が
刀
と
は
言
い
切
れ

ず
、
剣
、
槍
、
刀
子
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

玉
類
は
、
こ
れ
ら
「
鏡
」
か
ら
「
刀
」
の
範
囲
一
帯
か
ら
出
土

し
、「
鏡
」
の
東
、「
朱
」
に
接
し
た
場
所
、
二
ヶ
所
の
「
刀
」
の

間
、
西
側
の
「
刀
」
の
西
、
の
大
き
く
四
ヶ
所
に
分
か
れ
る
よ
う

で
あ
る
。「
鏡
」
の
東
の
も
の
は
、「
小
玉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。「
朱
」
に
接
し
た
も
の
は
、
他
と

同
じ
「
×
」
マ
ー
ク
で
あ
る
た
め
玉
類
と
判
断
し
た
が
、
第
１
図

に
玉
類
に
関
わ
る
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
研
究
室

に
残
る
一
連
の
ガ
ラ
ス
製
小
玉
（
慶
應
義
塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：
写

真
５-

06
）
の
ラ
ベ
ル
に
「
朱
下
」
と
あ
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
、

こ
の
ガ
ラ
ス
製
小
玉
が
こ
の
位
置
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考
え
て

お
く
こ
と
に
す
る
。
と
は
い
え
、
遺
物
の
ラ
ベ
ル
に
は
混
乱
が
み

ら
れ
る
た
め
、「
鏡
」
の
東
の
「
小
玉
」
が
、
研
究
室
に
残
る
一

連
の
ガ
ラ
ス
製
小
玉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

「
刀
」
の
間
に
は
、「
管
玉
Ａ
」「
管
玉
Ｂ
」「
管
玉
群
Ｃ
」「
管

玉
Ｄ
」「
勾
玉
」
と
記
さ
れ
た
玉
類
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
第
２

図
に
は
「
中
央
槨
第
二
群 

碧
玉
美
麗
」
と
書
か
れ
た
小
型
の
管

玉
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
２
図
で
「
第
三
群
」
と
記

さ
れ
た
管
玉
が
、「
刀
」
の
西
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
「
第
二
群
」
の
管
玉
は
、
管
玉
「
Ａ
」
〜

「
Ｄ
」
の
ど
こ
か
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な

（
三
七
〇
）　
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る
。
な
お
第
２
図
の
「
中
央
槨 

曲
玉 

硬
玉
製
」
と
記
さ
れ
た
勾

玉
（
慶
應
義
塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：
写
真
５-

06
の
硬
玉
製
勾
玉
）

は
、
こ
の
一
群
の
最
も
北
に
描
か
れ
た
「
勾
玉
」
に
対
応
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

西
側
の
「
刀
」
の
西
の
も
の
は
、
第
１
図
に
「
ｑ
管
玉 

大
形

１
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
写
真
16
・
17
に
写
っ
た
大
型

管
玉
を
含
む
玉
類
の
出
土
状
態
が
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。
第
２
図
に
描
か
れ
た
「
管
玉
中
央
粘
土
槨
第
三

群
」
と
あ
る
大
型
管
玉
が
、
こ
の
「
大
形
１
」
と
さ
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
第
２
図
に
は
、
同
じ
く
「
第
三
群
」
と
記
さ

れ
た
管
玉
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
写
真
16
の
大
型
管
玉
の

右
に
六
点
ま
と
ま
っ
て
い
る
管
玉
（
慶
應
義
塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：

写
真
５-

06
の
六
点
一
連
の
管
玉
）
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
写
真
に
は
、
良
く
見
る
と
六
点
の
管
玉
に
隠
れ
る
よ
う
に
、

一
点
の
勾
玉
が
写
っ
て
い
る
。
こ
の
勾
玉
は
、
管
玉
と
の
大
き
さ

の
比
率
、
頭
部
の
形
態
、
孔
の
位
置
か
ら
、
第
２
図
の
「
出
土
部

位
不
詳
」
と
書
か
れ
た
も
の
（
慶
應
義
塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：
写
真

５-

06
の
小
型
の
滑
石
製
勾
玉
）
で
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
り
、

清
水
氏
が
実
測
図
を
描
い
た
一
九
四
六
年
ま
で
に
、
出
土
地
点
に

関
わ
る
情
報
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
銅
鏃
」
は
、「
鏡
」
の
東
約
六
〇
㎝
の
位
置
か
ら
三
点
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
た
よ
う
で
、
第
１
図
に
記
さ
れ
た
番
号
が
、
第
二

図
の
実
測
図
の
番
号
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
慶
應

義
塾
ほ
か
二
〇
〇
九
：
写
真
５-

06
で
は
、
右
が
№
１
、
左
が
№

２
、
中
央
が
№
３
で
あ
る
）。「
銅
鏃
」
の
東
に
は
「
砥
石
」
が
、

そ
の
東
に
は
「
斧
頭
」
が
存
在
し
、「
銅
鏃
」
か
ら
「
斧
頭
」
ま

で
が
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
写
真

19
に
は
、
三
点
の
「
銅
鏃
」
が
中
央
よ
り
や
や
右
下
に
、
左
上
に

は
「
砥
石
」
が
写
っ
て
い
る
。
ま
た
写
真
20
は
「
砥
石
」
の
出
土

状
態
の
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
な
お
、
第
５
図
の
清
水
氏
の
メ
モ
に
よ

る
と
、「
斧
頭
」
は
、
袋
状
鉄
斧
で
あ
り
、
棺
床
よ
り
一
段
低
い

位
置
か
ら
刃
先
を
東
に
向
け
た
状
態
で
出
土
し
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
副
葬
品
群
と
は
別
に
、
棺
床
の
東
端
付
近
か
ら
「
ア

ン
ペ
ラ
」
が
、
西
端
付
近
か
ら
は
二
ヶ
所
に
分
か
れ
て
「
鉄
分
」

が
出
土
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、「
ア
ン
ペ

ラ
」
は
、
加
瀬
白
山
古
墳
の
粘
土
槨
で
も
出
土
し
て
お
り
注
目
さ

れ
る
（
三
田
史
学
会
一
九
五
三
：
三
七
頁
）。

さ
て
、
第
１
図
の
副
葬
品
の
出
土
状
況
、
及
び
そ
の
写
真
を
見

る
限
り
、
中
央
粘
土
槨
が
盗
掘
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
痕
跡
は
認

め
ら
れ
ず
、
副
葬
品
は
、
い
ず
れ
も
副
葬
当
初
の
位
置
を
ほ
ぼ

（
三
七
一
）　



三
七
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

保
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
内
行
花

文
鏡
の
出
土
位
置
を
被
葬
者
の
頭
部
と
し
、
東
頭
位
の
被
葬
者
を

想
定
し
た
場
合
、
頭
部
か
ら
胸
部
に
石
製
品
、
胸
部
付
近
に
朱
、

頭
部
・
胸
部
・
足
元
に
玉
類
、
頭
部
上
方
に
銅
鏃
・
鉄
製
工
具
・

砥
石
、
側
縁
に
鉄
刀
や
鉄
剣
と
い
う
配
置
と
な
り
、
こ
れ
は
、
東

日
本
の
前
期
後
半
に
お
け
る
副
葬
品
配
置
の
標
準
的
な
あ
り
方
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
丹
治
二
〇
〇
三
）。

た
だ
、
ひ
と
つ
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先

述
の
と
お
り
中
央
粘
土
槨
で
は
、
崩
落
し
た
被
覆
粘
土
を
除
去
せ

ず
に
、
つ
ま
り
棺
床
を
全
て
検
出
す
る
前
に
調
査
が
終
了
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
部
の
、
特
に
縁
辺
部
に
配
置
さ

れ
て
い
た
副
葬
品
が
未
検
出
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
考

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
鉄
斧
が
調
査
面
よ
り
も
下

か
ら
出
土
し
た
こ
と
も
、
被
覆
粘
土
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
特
に
、
棺
床
の
両
側
縁
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、

鉄
刀
・
鉄
剣
は
、
も
う
何
点
か
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
も
、
東
日
本
の
前
期
大

型
前
方
後
円
墳
に
お
け
る
新
事
例
と
し
て
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ

た
観
音
松
古
墳
の
中
央
粘
土
槨
の
副
葬
品
配
置
の
持
つ
意
味
は
小

さ
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ｃ
．
も
う
ひ
と
つ
の
主
体
部
存
在
の
可
能
性
に
つ
い
て

清
水
潤
三
氏
の
一
九
五
五
年
の
文
章
で
は
、
観
音
松
古
墳
主
体

部
は
、
二
つ
の
粘
土
槨
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
発
見
さ
れ
た
図
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
主
体
部
の
存
在
を
示
唆
す

る
、
気
に
な
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ

て
お
く
。

気
に
な
る
情
報
と
い
う
の
は
、
第
２
図
の
右
下
に
描
か
れ
た

「
滑
石
製
勾
玉
」、
算
盤
玉
、
管
玉
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
東
松

株
下
」
と
い
う
文
字
で
あ
る
。「
東
松
株
下
」
と
い
う
表
記
は
こ

こ
に
し
か
な
い
た
め
、
こ
れ
が
何
を
指
示
し
て
い
る
か
は
文
字
そ

の
も
の
か
ら
想
像
す
る
ほ
か
な
い
。
一
方
で
、
第
２
図
に
は
「
中

央
槨
」「
西
」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
ら
の
遺
物
が
、
そ
れ
ら
二
つ
の
主
体
部
以
外
か
ら
出
土
し
た
可

能
性
を
想
定
す
る
こ
と
ま
で
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ

こ
に
「
東
」
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る
以
上
、
先
述
の
方
位
の

誤
り
か
ら
み
て
、
中
央
粘
土
槨
の
北
側
で
出
土
し
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
松
株
下
」
と
の
文
字
か
ら
は
、

そ
の
位
置
が
、
今
回
の
写
真
に
写
っ
た
主
体
部
の
調
査
範
囲
で
は

な
く
、
そ
の
北
側
に
あ
っ
た
松
の
根
元
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。

（
三
七
二
）　
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た
だ
、
そ
う
考
え
る
に
は
問
題
も
あ
る
。
第
２
図
の
「
東
松
株

下
」
と
さ
れ
た
三
点
は
、
い
ず
れ
も
研
究
室
に
お
い
て
現
物
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
現
在
、
ほ
か
に
滑
石
製

勾
玉
一
点
、
滑
石
製
臼
玉
一
〇
点
、
ガ
ラ
ス
小
玉
二
点
と
一
連
に

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
観
音
松
古
墳　

中
央
槨
遺
物　

第
三
群

玉
類
」
と
の
タ
グ
が
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
２
図
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
第
三
群
玉
類
は
、

「
刀
」
の
西
で
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
写
真
16
の
一
群
で
あ
る
か

ら
、
問
題
の
三
点
を
含
む
一
連
の
玉
類
が
同
じ
場
所
か
ら
、
そ
れ

も
写
真
に
は
写
ら
な
い
状
況
で
出
土
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、
写
真
16
に
写
っ
た
六
個
一
連
の
管
玉
に
は
、
現
在
「
Ｋ
一

九
八
」
と
の
遺
物
番
号
の
タ
グ
が
付
い
て
い
る
が
、
問
題
の
玉
類

の
タ
グ
の
裏
に
も
同
じ
く
「
Ｋ
一
九
八
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
一

方
で
、「
Ｋ
一
九
九
」
と
書
か
れ
た
、
問
題
の
玉
類
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
（
玉
類
の
構
成
が
記
さ
れ
て
い
る
）
別
の
札
が
存
在
す

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
問
題
の
玉
類
に
関
わ
る
情
報
に
混
乱
が

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
で
あ
れ
ば
、
第
２
図
の
三
点
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
を
含
む
一
連
の
玉
類
が
、
第
２
図
の
と
お
り
「
東
松

株
下
」
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。観

音
松
古
墳
と
時
期
的
に
近
い
千
葉
県
大
厩
浅
間
様
古
墳
の
三

基
の
主
体
部
は
、
い
ず
れ
も
木
棺
直
葬
で
あ
り
（（
財
）
市
原
市

文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
九
：
第
６
図
）、
観
音
松
古
墳
に
後
続

す
る
多
摩
川
流
域
一
帯
の
大
型
墳
と
し
て
著
名
な
東
京
都
野
毛
大

塚
古
墳
で
も
、
追
葬
の
第
三
、
第
四
主
体
部
は
木
棺
直
葬
で
あ
る

（
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
ほ
か
一
九
九
九
：
一
一
二
〜
一
三
〇
頁
）。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
み
て
、
中
央
粘
土
槨
の
東
に
も
う
ひ
と
つ
木

棺
直
葬
の
主
体
部
が
存
在
し
、
そ
の
副
葬
品
が
「
松
株
」
の

「
下
」
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
あ
な
が

ち
無
謀
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

五　

そ
の
他
の
遺
構
と
遺
物

今
回
発
見
さ
れ
た
図
と
写
真
に
は
、
観
音
松
古
墳
の
築
造
前
、

築
造
後
の
遺
構
や
遺
物
の
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、

観
音
松
古
墳
が
含
ま
れ
る
矢
上
台
遺
跡
の
研
究
に
お
い
て
見
逃
す

こ
と
の
で
き
な
い
情
報
も
み
ら
れ
る
た
め
、
最
後
に
そ
れ
ら
に
つ

い
て
も
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
観
音
松
古
墳
よ
り
新
し
い
遺
構
と
し
て
は
、
中
央
粘
土

槨
の
南
に
接
し
、
近
世
以
降
（
お
そ
ら
く
近
代
）
の
も
の
と
思
わ

れ
る
墓
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
墳
頂
部
の
ほ

ぼ
中
央
が
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
興
味
深

い
遺
構
で
あ
る
。
第
1
図
に
よ
る
と
、「
大
久
保
」
と
記
さ
れ
た

（
三
七
三
）　
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墓
誌
、
骨
壺
、
鉄
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
よ
う
で
あ
り
、
中
央
粘

土
槨
付
近
か
ら
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
墳
頂
部
か
ら
二
ｍ

以
上
の
深
さ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
写
真
22
は
骨

壺
と
墓
誌
？
の
検
出
状
況
で
あ
る
が
、
図
と
写
真
以
外
の
情
報
が

な
く
、
残
念
な
が
ら
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

古
墳
以
前
の
も
の
と
し
て
は
、
墳
丘
断
面
の
写
真
に
写
っ
た
盛

土
下
の
遺
構
群
が
注
目
さ
れ
る
。
写
真
25
〜
27
に
は
、
そ
う
し
た

墳
丘
下
の
遺
構
に
も
分
層
線
を
加
え
て
お
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
、

垂
直
に
近
い
壁
と
平
坦
な
床
を
持
つ
こ
と
か
ら
み
て
竪
穴
住
居
址

と
考
え
て
い
い
。

墳
丘
西
端
を
写
し
た
写
真
26
か
ら
は
、
四
基
の
住
居
址
と
逆
台

形
の
断
面
を
も
つ
遺
構
の
存
在
が
確
認
で
き
、
逆
台
形
の
遺
構
の

右
側
の
落
ち
込
み
も
住
居
址
の
可
能
性
が
あ
る
。
写
真
25
に
は
、

写
真
26
の
遺
構
群
の
東
方
に
存
在
す
る
、
も
う
一
基
の
住
居
址
が

写
っ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
こ
の
住
居
址
の
覆
土
の
中
ほ
ど

に
、
床
の
硬
化
面
と
考
え
ら
れ
る
土
層
が
写
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

一
基
の
住
居
址
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
左
右
に

も
遺
構
ら
し
き
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
住
居
址
で
あ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
断
面
の
東
端
を
写
し
た
写
真
27
で
も
、

か
な
り
大
型
に
な
り
そ
う
な
住
居
址
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
西

に
も
、
こ
の
住
居
址
と
重
複
す
る
住
居
址
ら
し
き
落
ち
込
み
が
認

め
ら
れ
る
。

こ
の
墳
丘
断
面
の
長
さ
は
五
〇
ｍ
程
度
で
あ
り
、
そ
こ
に
八
〜

一
一
基
の
竪
穴
住
居
址
を
含
む
、
こ
れ
だ
け
の
遺
構
群
が
存
在
す

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
地
山
部
分
よ
り
遺
構
の
ほ
う
が
多
く
な
る

ほ
ど
の
際
立
っ
た
遺
構
密
度
の
高
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
遺
構
は
、
覆
土
の
暗
さ
（
黒
さ
）、
床
面
や
壁
の
境
界
の
明

瞭
さ
な
ど
か
ら
み
て
、
い
ず
れ
も
弥
生
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
く
、
一
方
で
観
音
松
古
墳
の
墳
丘
下
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
前
方
後
円
墳
時
代
前
期
以
前
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

観
音
松
古
墳
の
存
在
す
る
矢
上
台
遺
跡
で
は
、
観
音
松
古
墳
の

西
約
一
五
〇
ｍ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
地
点
に
お
い
て
、
約

一
五
〇
〇
㎡
の
調
査
範
囲
内
か
ら
後
期
を
中
心
と
す
る
五
〇
基
以

上
の
弥
生
時
代
中
期
〜
前
方
後
円
墳
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
址
群

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
北
西
約
三
五
〇
ｍ
の
一
九
五
五

年
の
調
査
地
点
で
も
、
激
し
く
重
複
し
た
弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴

住
居
址
群
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
清
水
一
九

五
九
）。
今
回
の
写
真
の
発
見
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
矢
上
台

の
東
半
分
で
は
、
同
じ
よ
う
な
高
い
密
度
で
、
弥
生
時
代
中
期
〜

前
方
後
円
墳
時
代
前
期
の
遺
構
群
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
矢
上
台
遺
跡
の
評
価
、
特
に
観

音
松
古
墳
の
出
現
基
盤
と
し
て
の
評
価
に
お
い
て
、
大
き
な
意
味

（
三
七
四
）　
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を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
最
後
に
、
写
真
23
の
弥
生
式
土
器
と
須
恵
器
に
つ
い
て

触
れ
て
お
く
。
弥
生
式
土
器
は
、
所
謂
久
ヶ
原
式
の
範
疇
に
入
る

も
の
で
あ
る
が
、
太
頸
の
器
形
や
胴
部
の
明
瞭
な
縦
ミ
ガ
キ
は
、

久
ヶ
原
式
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
。
単
斜
縄
文
で
あ
る
こ
と
か
ら

み
て
も
、
朝
光
寺
原
式
や
吉
ヶ
谷
式
と
の
関
係
を
想
定
し
て
お
く

べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
の
須
恵
器
は
、
口
頸
部
が
長
く
、
肩

に
明
瞭
な
稜
が
あ
り
、
稜
以
下
が
や
や
深
く
丸
み
を
帯
び
た
胴
部

と
な
る
平
瓶
で
、
七
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
に
つ

い
て
は
、
記
録
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
現
物
も
確
認
で
き
て
い
な

い
た
め
、「
日
吉 

観
音
松
古
墳
二
」
の
箱
の
な
か
に
写
真
が
存
在

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
以
外
、
積
極
的
に
観
音
松
古
墳
と
の
関
係

を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
矢
上
台
遺
跡
と
い

う
目
で
眺
め
れ
ば
、
弥
生
式
土
器
は
墳
丘
下
あ
る
い
は
台
地
全
体

に
展
開
す
る
弥
生
時
代
の
遺
構
群
か
ら
、
須
恵
器
は
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
地
点
で
も
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳
時

代
後
期
の
住
居
址
、
あ
る
い
は
台
地
斜
面
の
横
穴
墓
か
ら
出
土
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
で
き
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
以
上

の
推
測
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
と
図
面
に
基
づ
き
、

観
音
松
古
墳
の
墳
形
、
墳
丘
構
築
方
法
、
主
体
部
の
規
模
や
形
態
、

副
葬
品
出
土
位
置
等
を
検
討
し
て
み
た
。
今
回
、「
研
究
１
」
の

時
点
で
は
手
が
か
り
の
な
か
っ
た
前
方
部
南
辺
の
位
置
を
特
定
し

得
る
情
報
が
見
つ
か
り
、
破
壊
前
の
墳
丘
の
平
面
形
を
ほ
ぼ
正
確

に
復
元
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
し
、
一
〇
〇
ｍ
規

模
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
は
他
に
例
を
み
な
い
後
円
部
中
央
付
近

の
断
面
写
真
の
存
在
に
よ
り
、
後
円
部
の
構
築
方
法
の
一
端
を
明

ら
か
に
で
き
た
こ
と
や
、
写
真
と
主
体
部
の
ト
レ
ー
ス
図
か
ら
、

観
音
松
古
墳
の
主
体
部
、
特
に
中
央
粘
土
槨
の
詳
細
を
明
確
に
で

き
た
こ
と
は
、
観
音
松
古
墳
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
東
日
本
の
前

方
後
円
墳
時
代
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
成
果
に
な
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

加
え
て
、
主
体
部
に
関
し
て
は
、
写
真
に
よ
っ
て
、
南
粘
土
槨

の
位
置
や
そ
の
簡
素
な
構
造
を
あ
る
程
度
把
握
で
き
た
だ
け
で
な

く
、
中
央
粘
土
槨
の
北
に
も
木
棺
直
葬
に
近
い
主
体
部
が
存
在
し

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
得
た
。
こ
れ
ら
も
地
味
な
が
ら
観
音
松

古
墳
の
評
価
と
絡
む
重
要
な
成
果
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
観
音
松
古
墳
構
築
以
前
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
矢
上
台
遺
跡

（
三
七
五
）　
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の
東
端
付
近
に
お
け
る
弥
生
時
代
〜
前
方
後
円
墳
時
代
前
期
の
遺

構
密
度
の
高
さ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
矢
上
台
遺
跡
の
実

態
に
関
わ
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
、
観
音
松
古
墳
出
現

の
背
景
を
考
察
す
る
う
え
で
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
成
果
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

清
水
潤
三
氏
は
、
戦
前
を
中
心
と
し
た
日
吉
一
帯
の
遺
跡
群
の

調
査
成
果
を
ま
と
め
た
文
章
の
冒
頭
で
、「
日
吉
は
我
国
考
古
学

史
上
、
不
朽
の
名
を
と
ど
め
る
こ
と
と
な
っ
た
」（
清
水
一
九
五

五
：
一
頁
）
と
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
。
私
も
、
日
吉
一
帯
の

遺
跡
群
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
弥
生
時
代
〜
前
方
後
円

墳
時
代
研
究
に
お
け
る
重
要
性
を
確
信
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
戦
災
で
遺
物
や
記
録
の
多
く
が
失
わ
れ
た
こ
と
や
、

少
な
か
ら
ぬ
調
査
成
果
が
未
報
告
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
災
い

し
、
戦
後
の
日
吉
一
帯
の
遺
跡
群
の
研
究
は
、
清
水
氏
の
宣
言
か

ら
想
像
さ
れ
る
ほ
ど
順
調
に
は
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
。

筆
者
が
日
吉
一
帯
の
遺
跡
群
の
研
究
を
志
し
た
の
も
、
こ
う
し

た
現
状
を
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
観
音
松
古
墳
は
、

墳
長
一
〇
〇
ｍ
ク
ラ
ス
の
大
型
前
方
後
円
墳
と
い
う
、
遺
跡
群
の

評
価
の
核
と
な
る
遺
跡
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
不
明
な
点
が

多
か
っ
た
た
め
に
、
長
ら
く
研
究
の
俎
上
に
上
が
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
観
音
松
古
墳
も
、「
研
究
１
」
や
本
稿
の
成
果
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
他
の
古
墳
と
の
比
較
が
可
能
な
研
究
対
象
に
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
吉
一
帯
の

遺
跡
群
の
研
究
に
お
け
る
大
き
な
前
進
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

次
な
る
課
題
は
、
出
土
遺
物
の
紹
介
と
検
討
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
観
音
松
古
墳
の
出
土
遺
物
に
つ
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